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　不確定な発生時期をもつ繰り返し地震の更新過程におけるパラメータ推論と予測について議論する。点過程

理論における厳密な尤度および将来発生確率の評価は、不確定な発生年代に関する多重積分を含むため、数値

的に計算することさえしばしば困難となる。代わりに、不確定な発生履歴のモンテカルロシミュレーション

は、それぞれのシミュレートされた履歴について尤度や将来確率を計算し、それらの単純平均をとることに

よって評価に利用することができる。本稿ではBrownian Passage Time (BPT)分布更新過程をベースとしたベ

イズモデルを提案し、地震本部が公開する日本の内陸主要活断層カタログのうち、少なくとも2つ以上の最新

のイベントが特定されたセグメントへと適用する。モンテカルロシミュレーションは数値積分とほぼ同じ結果

をもたらすことが示される。パラメータ推論では、地震本部と同様に全国の内陸主要活断層で共通した再来間

隔の変動係数を仮定する。日本の73の内陸主要活断層のカタログから、共通の変動係数として0.50というベイ

ズ推定値が得られる。これは、地震本部による長期評価で現在適用されている0.24という変動係数の推定値よ

りも相当に大きい。変動係数の推定値の違いは、いくつかのセグメントにおける長期確率予測に重大な影響を

及ぼす。また、仮想活断層のパラメータ推論と予測の数値実験を示し、ベイズ推定およびベイズ予測を最尤推

定に基づくプラグイン法と比較する。
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